
 

　2003年に日本で第１回国際シンポジウムを開催する際に、日本の開催委員会が
バイオロギングという言葉を考案し、参加者に提案しました。その後３年おきに
世界各国でバイオロギングシンポジウムが開催されて、2024年３月には第８回シ
ンポジウムが東京大学で開催されました。日本では、中学校や小学校の国語教科
書や高校の英語教科書でバイオロギングという言葉が紹介されて、若い世代から
徐々に世の中に浸透しつつあります。

　地球温暖化のみならず、プラスチックゴミや海洋汚染など、海洋で暮らす動物
たちは人為起源の脅威にさらされて暮らしています。その実態を把握するための
数々の試みが進められていますが、地球表面の７割を占め、平均水深3800ｍの
海を完全に把握するのはとても難しいことです。ましてや、そこで暮らす個々の
海洋生物が、実際にどの程度脅威にさらされているのかを把握するのはほぼ不可
能であるようにも思えます。広い海洋に暮らすウミガメや海鳥、アザラシやクジ
ラやペンギンといった動物は、３歳児でもその姿形を知っているほどによく知ら
れた存在ですが、実の暮らしぶりは良く分かっていません。なぜなら行動範囲が
広い彼らを直接観察するのがほぼ不可能だからです。そんな動物の生活を調べる
手段として、小型の計測機器を動物の体に取り付けるバイオロギング手法が考案
され、驚くような生態が次々に明らかになってきました。さらに研究の進展に従
い、バイオロギング手法が動物たちを取り巻く環境や、それに対する動物の反応
を把握するのにも有効であることが分かってきました。
　例えば、海表面の水温は人工衛星から電磁波を使って測定できますが、電磁波
が透過しない水面より下の水温を人工衛星で測定することはできません。水面下
の水温を測定するために、アルゴフロートという自動昇降ブイが世界中の海に投
入されています。しかし、高緯度の海氷下や黒潮と親潮が混ざり合う東北沖など
は十分観測ができません。ところが、現場で潜水を繰り返しているアザラシやウ
ミガメを使うと、呼吸の度に水面から人工衛星にデータを送信することができる
ため、高頻度で水温鉛直プロファイルを入手できるのです。あるいは、海鳥に取
り付けたGPSデータを解析することで、海表面の流れや、海上風、さらには波
浪を測定できることが分かってきました。動物たちが何を食べているのかを調べ
る目的で、小型のカメラを取り付ける手法が考案されて、採餌生態が詳しく分かっ
てきました。同時に、動物が頻繁に海中でプラスチックゴミに遭遇していること
も分かりました。遭遇したプラスチックゴミを食べたり食べなかったりといった
反応は、実は動物の種類に応じて異なっていました。
　これまでは生物学者だけが利用してきたバイオロギングデータを、誰でもアク
セスできるデータベース（Biologging intelligent Platform :BiP）でオープン化し、
気象や海洋物理といった分野外の研究者に使ってもらったり、教育やエンターテ
イメントとして広く利活用してもらう試みを推進しています。その辺りのことを
シンポジウムではご紹介したいと思います。

海洋生物が見守る海洋環境？
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研究分野：	海洋生物学
研究内容：	�ウミガメ・海鳥などの動物は、海を広範囲に動き回る様子を観察し続けることはできません。多くの謎が残され

ていたこれらの動物に、小型の記録計を搭載するバイオロギングという手法を適用する事で、生態・生理・バイ
オメカニクス、さらに生息する海洋環境について調べています。
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